
　　　　

2025 年 3 月 20 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

輝くいのちを大切にする社会を作ります。
①「どんなに重い障害があってもこの町で暮らしたい」の取り組みを勧めます。
②みんなの意見を大切にし、働きやすい職場と人材育成に努めます。
③地域の人々と交流し、地域福祉の発展に寄与します。

事業所名 放課後等デイサービス　ほまれっこ 作成日支援プログラム

①	1日のスケジュールをホワイトボードに文字やイラスト、写真などを用いてわかりやすく説明します。
②	各児童の障害特性に合わせた方法で伝えます。（映像・音声など）
③	宿題をする児童への勉強時間を保障し、アドバイスをするなどの支援をします。

①	言語はもとより、言語以外のコミュニケーションで意思伝達支援をはかります。
②人とのかかわりの中で楽しい事、共感する事、嬉しい事等を経験し、関わる事の楽しさを伝えます。
③	気持ちを受け止めることで、認められ自信につなげられるように働きかけます。

①	一人ひとりの個人を大切にしながらも、相手を意識して共同でしか味わえない活動を行います。
②	職員との関係から児童同士の関係作りに広げていきます。
③	個々への対応は大切な存在だと伝えながら、気持ちを受け止め自信につなげていきます。
④	地域での協力者・理解者を増やします。
⑤	地域に出かけ、様々な移動手段や場面を経験します。
⑥様々な人との関わりを増やし、人との繋がりを広げます。

支援方針

子供の意思を尊重しながら、成長を見守っていく支援を目指します。子供の利益を優先にして、人格を尊重し、保護者の意向も尊重しながら生きる力を伸ばしていきます。障害の特性や
家庭状況などを踏まえ、放課後等デイサービス計画を作成し、それに基づき支援を行います。発達の５領域を含め、本人を中心にした支援を提供し、子供や家族が安心して生活ができる
ように、関係機関との連携も大切にして支援を提供していきます。

営業時間 送迎実施の有無
平日　：　学校終了後から18：00まで
学校の無い時：10：00から17：00まで（長期休暇の土曜は15：00まで）

（別添資料１）

支　援　内　容

①遊びだけでなく、生活に必要なスキルを身につけるよう支援します。
お手伝い、調理活動等。
②子どもたちが安心して生活できる環境を整えます。
・感染症、食中毒対策の徹底
・感染症、及び傷病への対応。
・手洗い・うがい・習慣づけ。
・バラエティーのあるおやつ、栄養のある食事（給食）の提供。偏食のある児童への配慮と食べられるようにする工夫を行います。

季節感のある活動、伝統遊び、ルールのある遊びなどを通して様々な活動、体験ができるように取り組みます。
積極的に外出も計画します。
障害やニーズ、年齢に合わせて誰もが楽しく参加できる工夫を行います。
放課後開所では短時間で集中できる取り組み、長期休みの時期は飽きのこない内容になるよう工夫をします。
①室内、創作活動で五感を刺激する取り組みを行います。（工作、調理等）
②体を動かす活動を行います。（外出企画・公園遊び、プール・散歩等）

本
人
支
援



主な行事等

4月お花見　5月こいのぼり鑑賞　6月歯のブラッシング指導　　7月七夕まつり　　　8月プール　　　9月運動会
10月ハロウイン　11月チャリティーコンサート　12月クリスマス会　　　1月初詣　　2月節分　　　　　　3月ひな祭り
※

家族支援

日常の情報交換を密に行い、家族の想いや不安などを敏感に聴き取り、それの
解決に向けて一緒に考えて取り組んでいきます。課題を乗り越える事だけを目
標にするのではなく、経過も大切にして励ましたり共感したりする事も行いま
す。子育てについての悩みや課題などにも、家族の想いに寄り添いながらアド
バイスができるようにしていきます。そのためには職員の知識や技術も底上げ
ができるように学ぶ場も大切にします。事業所単独で考えるのではなく、関係
機関との連携も密にできるように、普段から関係も大切にします。

移行支援

卒業や生活環境の変化に応じて本人、保護者、関係事業所と連携して情報
の伝達を行います。ほまれっこでの様子などを伝えることで発達の中で成
長した部分や難しさを感じる部分を共に考えることが出来るようにしてい
きます。

地域支援・地域連携

学校やショートステイ事業所などと連絡を取り合い、情報共有を大切にしま
す。普段から顔の見える関係を作ることが出来ように、積極的に外部との交流
を行います。地域から理解される事を意識して、出かけるだけではなく見学や
ボランティア等も積極的に受け入れます。地域行事への参加や、市内の校区福
祉委員会などにも積極的に参加し理解を深めます。

職員の質の向上

法人と連携しながら、それぞれの役割や経験に応じた研修を行っていきま
す。また内部だけではなく、外部の行う研修にも積極的に参加をしていき
ます。また人事考課なども有効に使いそれぞれのモチベーションを向上を
目指します。


